
図版２ 

Ａ）中寺廃寺跡・満濃池遠景（南東より） 

Ｂ）Ｃ地区遠景（南より） 



図版３ 

 

Ａ）Ｃ地区石組遺構２ 調査着手前状況 遠景（北東より） 

Ｃ）調査着手前状況(東より) 

Ｅ）調査着手前状況（西より） Ｄ）調査着手前状況（南より） 

Ｂ）調査着手前状況（北より） 



図版４ 

 

Ａ）Ｃ地区石組遺構２ 下草除去後状況（南より） 

Ｄ）下草除去後状況（南より） 

Ｂ）下草除去後状況（北より） Ｃ）下草除去後状況（東より） 

Ｅ）下草除去後状況（西より） 



図版５ 

Ａ）Ｃ地区石組遺構２ 落石除去後状況（南より） 

Ｄ）落石除去後状況（南より） 

Ｂ）落石除去後状況（北より） Ｃ）落石除去後状況（東より) 

Ｅ）落石除去後状況（西より） 



図版６ 

Ａ）Ｃ地区石組遺構２ 断ち割り状況（北東より） 

Ｄ）石組遺構中央部断面（東より） 

Ｂ）落石断面（北東より） 

Ｅ）石組遺構下部中央部断面（北東より） 

Ｃ）基底面検出状況（東より） 



図版７ 

 

Ａ）Ｃ地区石組遺構４ 調査着手前状況（右下が北） 

Ｂ）調査着手前状況（北東より） 

Ｄ）調査着手前状況（南西より） 

Ｃ）調査着手前状況（東より） 

Ｅ）調査着手前状況（北より） 



図版８ 

Ｄ）落石除去後状況（南西より） 

Ｂ）落石除去後状況（北東より） 

Ａ）Ｃ地区石組遺構４ 落石除去後状況（右上が北） 

Ｃ）落石除去後状況（南東より） 

Ｅ）落石除去後状況（北西より） 



図版９ 

 

Ａ）Ｃ地区石組遺構９ 調査着手前状況（右が北） 

Ｄ）調査着手前状況（南より） 

Ｂ）調査着手前状況（北より） Ｃ）調査着手前状況（東より） 

Ｅ）調査着手前状況（西より） 



図版 10 

Ａ）Ｃ地区石組遺構９ 落石除去後状況（右下が北） 

Ｄ）落石除去後状況（南より） 

Ｂ）落石除去後状況（北より） Ｃ）落石除去後状況（東より） 

Ｅ）落石除去後状況（西より） 



図版 11 

Ａ）Ｃ地区石組遺構９ 中央部断面（北より） 

Ｂ）Ｃ地区石組遺構９ 断ち割り状況（北東より） 



図版 12 

 

Ａ）石組遺構１（東より） 

Ｃ）石組遺構３（東より） 

Ｅ）石組遺構５（北東より） 

Ｇ）石組遺構６（北東より） Ｈ）石組遺構６（南東より） 

Ｂ）石組遺構１（北より） 

Ｄ）石組遺構３（北より） 

Ｆ）石組遺構５（北西より） 



図版 13 

 

 

Ａ）石組遺構７（南西より） 

Ｃ）石組遺構８（東より） 

Ｅ）石組遺構 10（北東より） 

Ｇ）石組遺構 11（北東より） Ｈ）石組遺構 11（北西より） 

Ｆ）石組遺構 10（北西より） 

Ｄ）石組遺構８（北より） 

Ｂ）石組遺構７（北西より） 



図版 14 

 

Ａ）石組遺構 12（北より） 

Ｃ）石組遺構 13（北より） 

Ｇ）石組遺構 15（北東より） 

Ｅ）石組遺構 14（北より） 

Ｈ）石組遺構 15（北西より） 

Ｆ）石組遺構 14（東より） 

Ｂ）石組遺構 12（西より） 

Ｄ）石組遺構 13（東より） 



図版 15 

 

Ａ）石組遺構 16（南東より） 

Ｃ）トレンチ１ 遠景（北より） 

Ｅ）トレンチ３西半部 遠景（南西より） 

Ｇ）トレンチ４ 遠景（南東より） Ｈ）トレンチ５ 遠景（北東より） 

Ｆ）トレンチ３東半部 遠景（南東より） 

Ｄ）トレンチ２ 遠景（南西より） 

Ｂ）石組遺構 16（南西より） 



図版 16 

Ａ）Ｃ地区出土遺物（内面） 

Ｂ）Ｃ地区出土遺物（外面） 
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300m2 確認調査 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

中寺廃寺跡 山岳寺院 平安 

石組遺構、 

掘立柱建物跡、 

柱穴、溝状遺構 

須恵器、土師器、 

黒色土器 

山岳仏教草創期の

山岳寺院における

発掘調査 

要  約 

中寺廃寺跡は集落から離れた標高675ｍ～730ｍの山中に立地する山岳寺院である。創建時期は山岳仏教

草創期である９世紀に遡る。建物跡は３～６棟ごとに４地区に分かれ、約１km 四方の範囲に遺構が展開して

いる。各地区においては石組・土壇・礎石を確認しており、寺院を構成する多様な伽藍が展開していたと考

えられる。今年度は遺跡南西に位置するＣ地区において、調査を行った。Ｃ地区において石組遺構を 16 基

確認し、内３基の発掘調査を行った結果、中寺廃寺跡の一部を成す遺構であると考えられた。その結果、中

寺廃寺跡は寺院中心部であるＡ地区、修行と生活の場であるＢ地区、祭祀的な空間であるＣ地区が谷を挟

んで向かい合う、古代山岳寺院の原初の姿を良好に示す重要な遺跡であることを確認した。 
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